
X-ジャイロ 

 

参考： https://jirofactory.com/plastic-bottle-gyro/ 

 

材料； 

500mL のペットボトル（炭酸飲料系の表面が滑らかなもの） 

通常のビニールテープ 

道具： 

はさみ，カッター，サンドペーパー 

つくり方： 

 直径と同じ高さになるように（実測値 6.5φ×6.5/cm２），滑らかなペットボトルに，水

平面に立てて，回しながら，マジックで一周して線の輪を入れる。 

 輪の線をカッターとはさみで円筒形に切る。 

 サンドペーパーで角をとる。 

 口の外側にビニールテープを 5－10 回巻きつける。 

飛ばし方： 

スナップをかけて，ビニールテープ側を前に投げる。 

注意：  

周囲に人や物（車など）がない広場で，飛ばす。 



飛ぶたね アルソミトラ 
 
アルソミトラは，ウリ科の植物で，東南アジア、オーストラリア、南アメリカに見られます。

つるで高木にからまりながら成長し、大きな実をつけます。実の中にはうすい膜（まく）のよ

うな つばさを持つ種子が風に乗って遠くへ飛んではなれたところで育ちます。この空飛ぶた

ねをまねて作ってみましょう。 

Wikipedia より 
参考： https://proto-ex.com/data/785.html 
材料 
 うすいポリスチレンペーパー（厚さ 1 ㎜ 平らなもの） 
 ラベル 12×24 ㎜２（Seria） 
 セロテープ 

道具 
 A4 用紙（アルソミトラの種子の写真が印刷している） 
 赤マッキー 
 はさみ  

操作 
 種子のりんかくを赤マッキーで印刷した用紙に書く。 
 うらがえして，赤色の線が入るようにポリスチレンペーパーをおき，赤のりんかく線を赤

マッキーで写して書く。 
 ポリスチレンペーパーの赤いりんかく線にそって，はさみで切る。 
 できあがった羽根を左右が重なるように軽くおり，開いて中央線を丸いりんかく線から 5

㎜のところまで赤マッキーで線を書く。 
 セロテープを長さ2.5㎝に2つ切りとり，赤い印をはしに中央側へ左右同じになるように，

1 枚はり，重ねて残りの 1 枚をはる。 
 ラベルを，はったセロテープに重ねて 1 枚はり，もう 1 枚をラベルに重ねてはる。 
 うら返して，同じように，重ねて，2.5 ㎝のセロテープ 2 枚，そしてラベル 2 枚をはる。 



 中央線にそって，ラベルのところをたて半分に軽く曲げ，ちょうの羽根のようにする。 
 風のないところで，立って，うでをのばして軽く 
 はなすと飛行する。 
 

アルソミトラの種子模型用紙 

 
飛び方の調整 
1. きりもみ状態で落花する ➝ 中央線のくぼみを少なくする。 
2. 先端が上下する ➝ 重心を少し後ろに移す。 
3. 右旋回（右回り）しやすい ➝ 右のつばさを少し上側におる。 

完成したアルソミトラ模型と型紙（21.7 ㎝）

12 ㎝でもつくることができた。 
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おすもう 

 しんどうをつくって，のせてあるものを動かす。マグネットシートをつかって，このおもちゃを

作ってみよう。 

 

準備するもの 

 紙のさら 

 マグネットシート（以下シートという） 2 cm×6 cm 2 まい，2 cm×4 xm 2 まい 

 わりばし １ぜん 

 セロテープ （両面，片面） 

 厚紙に書いた力士の絵 

 カッターナイフ，はさみ 

 

つくり方 

1. えん筆を使って，中心を通る直径を書く 

2. 直径の線から 1.5 cm はなれて直径に平行な線を，それぞれ 1 本ずつ書く。 

3. 大きい方のシートの白い面に両面テープをはり，おたがいに 1 cm はなして直径に平行にさら

の中央に，はる。 

4. 小さな方のシートの白い面に

両面テープをはり，二つにわ

ったわりばしの太い方をはり

つけ，さらに片面のセロテー

プでとめる。 

5. 直径に平行な線が，さらのふ

ちにあたるところに，わりば

しがとおるように□のあなを

カッターナイフであける。 

6. わりばしがあまりぶれないよ

うに，細い紙でトンネルをつ

くって，はる。 

7. 画用紙の絵を切りぬく。 

 

実験 

わりばしをおしたり，ひいたりして，しんどうをつくって，立たせた紙がどちらが先にたおれ

るか，土ヒョウをわるか，きそう。 

1.5 cm1 cm



おりがみ DNA 

 

１．長方形 24 ㎝×5.8 ㎝の紙を用意する。またはカラー印刷された部分を切り取り， 

中央を二つ折りにしてはり合わす。 

２．最初に，長い方を半分におる 

３．次に 1/4，1/8，1/16 にする。 

４．これを残りのところまで全部 1/16 谷おりにする 

５．ひろげて，長い方を 0.8 ㎝谷おりにして 

うらがえしてもう一つの長い方を 0.8 ㎝谷おりにする。 

６．谷おりの面の小さな 1/16 の長方形をななめに山おりする。 

７．これを 16 の長方形すべて山おりにする。 

８．長い方のおりこんだところをひろげると，しぜんにゆるいらせんができる。 

９．やさしく，おすようにととのえると二重らせんができあがる。 

 

 

 





マグネットシートで音（カエルのなき声） 

 

 

 

マグネットシートの白い面

半分出たセロテープきざんではる

紙コップ

セロテープでまく

割りばしととうめい板の間を
両面テープではる

とうめい板と印が先にあるマグネットシート
の間を両面テープではる



マグネットシートでまわす 

（がりがりプロペラ） 
 



 

 

 

 

1. 磁石ゴマのつくり方 

①  中央にあなのあいた，点がある丸い磁石に竹ぐしを

さしてとめます。 

②  竹ぐしの先をつめ切りで切り，ヤスリでなめらかに

します。 

③  長い方の竹ぐしを先の長さの 2～2.5 倍のところでつめ切りで切ります。 

④  できあがったコマをまわしてうまくまわるか，たしかめます。 

 

2. リードスイッチ回路のつくり方 

 

 

 

 

 

 

①   [電磁石＿リードスイッチ＿電池]が一周するように３つのパーツを机にならべます。 

②  電磁石のどう線と電池のどう線をねじってつなげます。 

③  リードスイッチと電磁石，リードスイッチと電池の間のどう線をつなげるためアルミ

ホイルのつつを使います。つなげ方は， 

④  つなぐ 2 本の線をアルミのつつに入れ，アルミを指では

さんでつぶすように小さくしますとつながります。 

 

3. コマのまわし方 

①  回路が完成すれば，リードスイッチを電磁石に平行に 5～10 ㎜ほどはなしてスイッチ

の平らな面が見えるようにします。 

②  プラさじの上でコマをまわして，リードスイッチの上にさじをもってきます。まわす

場所変えると振動が大きくなり，コマはいきおいよくまわるところがあります。 

 

4. 電池をかえしてください。他はなくさないように持ち帰り下さい。 

 

コマの長まわし 

明郷小学校  STEM 教員  辻本 和雄

注意：リードスイッチを曲げてはい

けません。かわりはありません。 

つなげるために近い方のはしを指

で持ち，どう線につなげます。 
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サーモインクの人工いくら 

「いくら」は魚のさけのたまごです。黄色と赤色の小さなつぶです。このつぶの皮はアルギン酸

ナトリウムという成分でできています。これをつくってみましょう。いくらの中にサーモインクを入れ

ると温度によって色が変わります。これをつくってみましょう。 

準備するもの：   

① 薬品： アルキン酸ナトリウム，塩化カルシウム，サーモインク 

② ビーカー，ピペット，すくい取るための小さなあみ 

実験のし方： 

１．アルギン酸ナトリウムの水溶液をつくる。（１％水溶液） 

２．この水溶液（１００ｍL)にサーモインク原液（１０ｍL）を加えて，よく混ぜる。 

３．塩化カルシウムの水溶液２００ｍL（2％水溶液）を３００ｍL のビーカーにつくる。 

４．サーモインクをふくむアルギン酸ナトリウム水溶液をピペットで吸い上げ， 

 できるだけ垂直に塩化カルシウム水溶液に一滴ずつ落とす。 

 このとき，あまり，水面から離すとキノコ状になるので少し近付けるとよい。 

５．できた人工いくらは最初浮いている。網ですくいとって，水の中へ入れる。  
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セロテープのステンドグラス 

 

実験材料 

(ア) セロテープ （とうめい板より長く切った）  ×5～8 枚 

(イ) 紙コップ   ×2 個 

(ウ) へん光板   ×2 枚 

 

実験 

1. とうめい板にセロテープをいろいろの向きにはりあわせる。 

このとき，セロテープの間に空気を入れないようにすると，きれいに見える。 

2. へん光板にはってある保護フィルムを両面ともにとりさる。 

3. 紙コップの底に丸く穴をあける。 

4. へん光板 1枚を紙コップの穴をおおうようにセロテープでとめる。このときへん光板のみえるとこ

ろにテープが重ならないようにはる。 

5. 同じものをもう一つつくる。 

6. できたセロテープとうめい板を一つの紙コップの底にセロテープで軽く止める。 

7. このコップをもう一つの紙コップに重ねる。 

8. 手前の紙コップだけを，はさみながら回しながら，蛍光灯の光などをすかして見る。 

決して太陽の光を見てはいけません。 

 【注意】へん光板には光をへん光するようにつくってあります。ひっかくとへん光しなくなりますの

で傷つけないようにしましょう。 

 

結果 

回す角度によって色が変わって見える。万華鏡（まんげきょう）のように見えます。 

 

なぜだろう？ 

 二つの仕掛（しかけ）があります。一つはへん光，もうひとつは複屈折（ふくくっせつ）です。 

へん光： 光は波です。へん光板を光が通過すると，たて方向の波だけができます。もう一つのへんこ

う板を横方向に重ねると光は通過できず暗くなります。たとえば，スダレを通してみると見えますが，

もう一つスダレを直角に合わすと向こうが見えませんね。これと同じです。 

複屈折： セロテープをつくるとき，長い方向にのばします。長い方向にととのったものができます。

これにへん光が入ると，セロテープの厚さ（あつさ）に合った色と合わない色ができます。もう一つ

のへん光板を通すと，厚さに合った光の色だけが見えます。 

組合せ： へん光と複屈折を組み合すと，初めのへん光版を通過した光はへん光です。次にセロテープ

とうめい板に，このへん光が入ります。ここでセロテープによって，複屈折されて，厚さに合ったへ

ん光と合わないへん光ができます。厚さに合ったへん光が，二番目のへん光板を通過できるものだけ

が，色として見えます。厚さに合わなかったへん光は二番目のへん光板でそのまま通過するか，黒く

なります。このため，二番目のへん光板を合わせながら回すと，色が見えたり見えなかったりします。 
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クラブ：スライム 

 

実施日 平成 26 年 9 月  5 日   常磐小学校（18 名） 

    平成 26 年 9 月 11 日  黒野小学校（21 名） 

 

解説 

 スライムはポリビニルアルコールが水を包み込むことによってできるとう明なゼリー状のものです。

水の割合を変えるとその固さを変えることができます。この性質を使って 

・ 砂鉄スライムと重そうスライムをつくります。じ石を近づけると，砂鉄スライムはどうなるでしょ

うか？ 

・ フェノールフタレンをしみこませた，ろ紙の上に重そうスライムをおくとどんな色が出てくるでし

ょうか？ 

 スライムが包み込んだ水はスライムの外へなかなか出ません。しかし，何日もおいておくと水がなく

なりうすいフィルムになります。これを見てみましょう。 

 

実験の目標 

① やわらかいスライムを作ってみる。 

② スライムの形の変化をみる。 

③ 砂鉄スライムや重そうスライムを作って，じ石を近づけると動くスライムが動くかどうかを調べ

る。 

 

実験マニュアル（別紙）を実験に入る前に配布した。 

 

解説とコメント 

 

・実験の準備について， 

【コメント】 洗たくノリは PVA と書かれたものを 100 円ショップで購入した（750mL）。予め，洗たく

ノリ 25mL を 200mL のビーカーにはかりとる。PVA は粘度が高いので，メスシリンダーではかりとる場合

30mL 程度をメスシリンダーに入れ，ビーカーに移した後に得られる量がおよそ 25mL になる。実験する

人数にあわせて，PVA 水溶液を用意しておくと正確になる。 

 

【注意コメント】 ホウ砂について，各試薬会社 SDS（安全データシート）が示されているが，参考の

ため和光純薬の発行したシートを添付しておく。毒性に関する注意として，口にする，目に入れる，傷

口に触れることがないようにする。 

 

・実験の注意など 



【コメント】スライムのかたさについて，北海道赤平高等学校山本睦晴教諭の報告によると，洗たくノ

リ：水＝６５：３５，５０：５０，３５：６５の順にやわらかくなる。つまり，１：１を基準とすると

水の量がふえるとやわらかくなる。 

 

【コメント】砂鉄スライムをじ石で動くことを調べるには水が多いスライムを作る方がよい。砂鉄には

鉄粉を使うが，薬さじの小さな方（耳かき）に一杯あれば十分である。また，じ石にはネオジウムじ石

の方がよい。ただし，じ石についた砂鉄スライムをはなすのは困難なため，じ石をビニールぶくろに入

れて使う方がよい。 

 

【コメント】重そうスライムを作るには，砂鉄のかわりに重そう水溶液を加えるだけである。できた重

そうスライムをフェノールフタレン紙におくと初めは色がつかないが，実験が終わる時にはピンク色が

ふちから見えてくる。このままにして翌日みるとスライムのふちが濃くなっている。 

 

【コメント】二つの実験はスライムをどのように応用するかということを意図しているが，スライム

が，なぜ水をふくんでいてもべとべとしないか，という理由を説明していない。 

 理由は，洗たくノリの成分である PVA の化学構造として，水を包摂（ほうせつ）する構造になる。す

なわち，アルコールの水酸基が水のクラスターを包み込む形をしている（下図に見られるように）。こ

のため，水と接しない疎水グループが外に向き，水との接触をさまたげる。これによりスライムを手で

さわっても，さらさらしている。 
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砂鉄スライム 

 

準備するもの 

・ＰＶＡ入り洗たくノリ 25mL 

・10％ホウ砂の水よう液 2mL 

・鉄粉 小さじ１ぱい 

・じ石 １コ 終われば集めます 

・重そう（炭酸水素ナトリウム） 小さじ 1ぱい 

・フェノールフタレンの紙 １まい 

 

実験１ 砂鉄スライムをつくる 

1. 50mL のビーカーに 30mL の水をはかりとり，小さじ１パイの鉄粉を加える。 

2. 200mL のビーカーに洗たくノリ 25mL に加える。 

3. ガラス棒でかき混ぜながら鉄粉の水を洗たくノリに加える。 

4. 同じガラス棒で鉄粉の洗たくノリをよくかきまぜる。 

5. ホウ砂の液を１てきずつ加えながらよくかきまぜる。 

6. ホウ砂の液を加えていくとスライムのかたまりができてくる。 

7. かたまりができてくると，残った水が少なくなる。ホウ砂の液をくわえるのをやめて，よくかきまぜ

る。全部で２ｍＬ加えることになる。 

8. できあがった砂鉄スライムをとりだし，細長い形にしてぶらさげ，はしにじ石でつけてみる。 

 

実験２ 重そうのスライムをつくる 

1. 50mL のビーカーに 30mL の水を加え，重をうを小さじすりきり 1 パイ加える。 

2. 200mL のビーカーに洗たくノリ 25mL に加える。 

3. ガラス棒でかき混ぜながら重そうの水を洗たくノリに加える。 

4. ホウ砂の液を１てきずつ加えながらよくかきまぜる。 

5. ホウ砂の液を加えていくとスライムのかたまりができてくる。 

6. できたスライムを少しとり，フェノールフタレンろ紙にのせる。ゆっくりと赤色が現れる様子を観察

する。 
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 2015.2.13 KT 

クラブ追加：色と光 

 

実施日 平成 27 年 2 月 13 日     常磐小学校（18 名） 

 

実験道具 

１． カラーペン，蛍光ペン，ライトつきシークレットペン 

２． 蓄光（ちっこう）ペン；ひかりんぼ，蓄光テープ，ガムテープ 

 

実験 

1. ペンで絵や文字を書き，ライトを照らしてみる。 

2. 蓄光剤を使ったとき，暗い所で見る。 

 

結果 

1. 普通のカラーペンで書くと，ライトで照らしても，けい光が見られない。 

2. 蛍光ペンで書くと，ライトで照らしたときだけ，けい光が見られる。 

3. シークレットペンで書いた絵や字はふつう見えないが，青色ライトを照らすと見えるよう

になる。 

4. 蓄光ペンで書いた文字は，ライトで照らした後，消しても暗い所で文字が光って見える。 

 

どうして，それぞれ，ちがうんだろうか？ 

 

知っておくと便利： 

・カラーペンの字は光を反射してその色が見えます。 

・けい光ペンの場合，書かれた文字は光をすってエキサイトされます。エキサイトすると光

を出すことがあり，元の色とは少しちがった色の光が見えます。これが，けい光の色です。

シークレットペンの場合，最初の文字は普通の光を反射しませんので目には見えません。

ところがエキサイトする青い光をあてると光をすって，けい光が見えます。 

・蓄光ペンの字は，普通の光では見えないですが，青い光をすってエキサイトします。とこ

ろが，エキサイトしたところから，ゆっくりと，りん光（けい光とは少しちがう光）を出

します。そのため，エキサイトする光をとめても光り続けているのが見えます。 

 

 では，光を使わずに光を出すものがあります。その一つが化学発光です。その他に，まさ

つ発光というのがあります。これはガムテープのひっつく面をはり合わせて二つを強くひ

っぱりはがすと，暗いところでは光が見えます。 



2017.2.22 KT 

ホバークラフト 

 

解説 

 ホバークラフトは機体から空気を海面にふきつけて，進む時にできるだけ水の抵抗を少なくする船で

す。つまり，水の中では抵抗が大きいが，空気中では抵抗が少ないので，少しの力で船を進ますことが

できます。 

 

準備するもの 

・CD ×１ 

・はっこう乳のプラスチックビン ×１ 

・風船 ×１ 

・両面テープ  

 

製作 

1. 容器（はっこう乳のプラスチックビン）の底にキリであな

をあける。（あらかじめ，あなを開けておいた） 

2. 容器の底の周辺に両面テープをはる。 

3. CD の中央に容器の底を中央を合わせてはる。 

 

実験  

1. 風船をふくらませて，もれないように軽く口をおさえて容

器の口にかぶせる。 

2. 平らなつくえの上に，風船つき CD をのせ，口のおさえを

ゆるめ，風船が立つようにする。 

3. 少しかたむきがあるところをつくって，斜面を走らす。 

 



まんげ鏡 

 

 にじは七色の光からできています。この光のもとは白い色の光です。ではどのようにすれ

ば白い光は七色に分かれるのでしょうか。太陽の白い光が，水の小さな「つぶ」いあたると

色に分けられるからです。 

 

材料： 

 じょうぶな紙の筒（つつ） 

 プラぶんこうばん 

 黒い紙 

道具：はさみ，セロテープ，おしピン 

 

つくり方： 

1. つつの一方のはしを黒い紙でおおう。 

(ア)つつの丸いはしに，１ヶ所に軽くのりをぬる。 

(イ)８角形の（５㎝四方の紙の角を落とした）黒い紙を中央にはる。 

(ウ)つつを立ててハサミの先を中心に向けて８等分に角からつつまできりこむ。 

(エ)８等分の山おりして黒い紙の外側にセロテープではる。 

(オ)黒い紙がまわることをたしかめる。 

2. つつの反対側にぶんこうシートをはる。 

(ア)3.3 ㎝角のぶんこうシートをつつのはしにはりつける。 

(イ)シートのはしが出たところをハサミで角から中心に向けてきりこみを入れて

山おりにして，それぞれ 4 か所をセロテープでとめる。 

(ウ)おりこんだ，ぶんこうシートをセロテープで 1 周してとめる。 

3. つつに黒い紙をはった中央に，おしピンで小さなあなをあける。色数はあまり多くし

ない。 

4. ぶんこうシートを見ながら，黒い紙をまわしてみる。 

 



V3.2  2023.7.2 KT 

ミジンコは光がすき？ 

 

準備するもの 

・ 解ぼう顕微鏡 10 倍 ×１ （２人に１台） 

・ ホールスライドガラス ×１ ホールを半分黒い紙でお

おわれたもの 

・ 2 mL プラスチックスポイト×１ （２～３人に１つ） 

・ ガラスシャーレ ×1 （グループ） 

・ 緑のとうめいプラスチックシート ×１ 

 

実験１ ミジンコの準備 

１．シャーレに，ミジンコの水を深さ 3～5 ㎜になるように入れる。 

注意：たくさん入れるとミジンコがおよぎ回りスポイトですいあげにくくなる。 

２．ミジンコをスポイトで 2 てきぐらいになるように，軽く，すいあげる。 

・空のスポイトの空気を強くおし出してはいけない。 

・スポイトを水平にしたり，口を上へむけないように。 

３．ホールスライドガラスのへこんだところに，ミジンコ１ぴきを，２てきで入れる。このとき，水ば

かり入ったときにはスポイトで吸い取りシャーレにもどす。スライドガラスごと水をシャーレにも

どしてはいけない。 

ミジンコがスポイトの先の方にしずむときには１てきを入れやすい。スポイトの上の方にいるとき

には水を少しずつ出して水をへらすと下の方へミジンコが来る。 

 

 

 

４．ホールスライドガラスの半分は黒い紙でおおわれている。ミジンコが明

るいところか，黒いところのどちらに長くいるか観察する。 

５．ストップウォッチで明るい所にいる時間を 1分間，はかってみる。 

【参考】43 秒／60 秒＝約 0.72 （緑色の光のとき） 

発展： 

緑のとうめい紙，赤いとうめい紙，と自然の明かりを使ったときをくら

べる。このとき，同じミジンコを使う。 



2023.7.2 KT 

ミョウバンのけっしょう 

 

実施日 平成 27 年 2 月 13 日   常磐小学校（18 名） 

 

解説 

 5 年生の理科教科書 129 ページの「やってみよう」に，ミョウバンのけっしょうづくりが書かれている。

このけっしょうの成長には時間がかかる。しかし，いつも見ている必要はないから，種けっしょうを糸

に結びつければ，おいておくだけでよい。つまり，種けっしょうを結びつけるだけが手作業（実験）で

ある。 

 一般に，ミョウバンけっしょうのつくり方は 3 つ方法がある。 

１．温度をゆっくり下げる方法 

２．水をゆっくり蒸発させる方法 

３．ミョウバンの水よう液のこさを変える方法 

 方法１は形が決まらない，小さなものが固まることが多い。方法 3 はやり方がむつかしく，機かいを

使う。これに対して，方法 2 はかんたんで，大きなけっしょうをつくることができる。 

 

実験の目標 

① けっしょうをつくる。 

② けっしょうの形を，おたがいに，くらべてみる。 

③ けっしょうをうまくつくれたのは，何がよかったか考えてみる。 

 

実験マニュアルなし，黒板で説明した。 

 

解説とコメント 

 

・実験の準備について， 

【コメント】 ミョウバンは焼（やき）ミョウバンとして，粉になった食品添加（てんか）物として売

られている。また，薬局（やっきょく）でも買うことができる。値段は￥380／100g ほどであり，10g

の小分けしてあるものもある。 

 

【コメント】 あらかじめ，ミョウバンの小さなけっしょうを準備する。 

これを得るため粉の焼ミョウバン 10g を 150mL の水に入れ，90℃ぐらいにあたためる。このとき，ア

ルミ片手なべを専用に使うと便利である。あたためると完全にとけて水よう液がとうめいになる。白

くにごっている場合には，水を少し加えてとうめいになるようにする。3 時間ほど後には，なべのそこ

には，平らな六角形の 3 ㎜ほどのけっしょうがとれる。これを種けっしょうとする。 

 



2-3 ㎜角のミョウバンのけっしょう 

 

 

【コメント】 アルコールランプ，0.4mm のエナメル線とピンセットを準備する。種けっしょうをピンセ

ットではさみながら，エナメル線の先をアルコールランプで赤くなるようにする。用意した種けっし

ょうをつきさすように一気に通す。二度三度つきさすと冷えて通らない。コツはできるだけ短くエナ

メル線をもち，赤くなる時に種けっしょうを近くにもってくる。一発で決める。 

 

【コメント】 できあがった種けっしょうのついたエナ

メル線をわりばしの中央につりさげて，室温少し上の

ミョウバンの液（約 40℃）に入れる。このとき，あた

たかい液には入れないようにする。せっかくの種けっ

しょうがとけてしまいます。一つの入れ物に 2 つ以上

のけっしょうをつるすことはできるが，ある決まった

大きさのけっしょうにしか成長しない。なお，大きな

けっしょうにするには一度成長したけっしょうを新し

くつくった液にかえるか，使っていた液を少しにつめ

てこくし，移すとよい。 

 

【コメント】 できあがったけっしょうはエネメル

線がささったままである。この線を取りさるためひ

っぱるとけっしょうがこわれることがある。線を軽

く回したり，もどしたりするとぬけることがある。 

 

【コメント】 左の写真は常磐小学校の鈴木先生が

つくられた大きなミョウバンのけっしょう。2㎝角

ほどあります。 



v1.0 KT20150707 

レーウェンフックのけんび鏡 

 

１．ペットボトル本体を，口から 10ｃｍぐらいのところで切ります。 

２．次に，キャップの内側から，１㎜ほどのアナが中心にあけてあります。くぎ，キリや

千枚通しでガラスビーズがはまるアナをひろげます。 

３．アナのところにくっついているケズリカスをきれいにカ

ッターナイフや先のとがったピンセットを使って取りの

ぞきます。 

４．指先を使って内側からアナにガラスビーズをはめ，ネジま

わしなどのプラスチックのぼうでガラスビーズをおしこ

めます。この時，アナが大き過ぎるとガラスビーズがすぐ

に取れます。その場合，大きめのガラスビーズに取りかえ

ます。 

５．ペットボトルの口の半分ぐらいの大きさのプラスチック板を切り取ります。ムラサキ

タマネギの表皮をセロハンテープに，はりつけ，そのうえからプラスチック板をかぶ

せて平になるように少し指で押さえます。 

６．できあがったセロテープのプレパラートをペットボトル本体の口にわたすようにはり

つけます。このときムラサキタマネギが中央にくるようにします。 

７．ガラスビーズのついたふたをつけ，明るい方を向いてのぞきながらフタのネジを閉め

ていきピントを合わせます。 

８．もちの木やツユクサのように簡単に表皮がはがせるものが観察しやすい。 

 

 



V3.1  2017.2.8 KT 

ろ紙クロマトグラフィー 

 

準備するもの（各自に） 

・ ろ紙 ×１ 

・ 100 ｍＬのビーカー ×１ 

・ エタノール：水＝２：１  ×10mL 

・ ダブルクリップ小 ×１ 

・ すでにわったワリバシ ×１ 

・ 毛細かん ×１（ガラスのかわりに，プラスチックを用意） 

・ カラーペン ×１セット（グループ） 

・ ホウレンソウのエタノールちゅう出液 ×１てき 

・ 100mL または 50mL のメスシリンダー ×１（グループ） 

 

 

実験１ カラーペン 

１．ろ紙を 2 ㎝×5.3 ㎝角に４枚切る。（その

内 2 枚を使う） 

２．下から 1.3 ㎝のところにカラーペンで小

さな点をつける。 

３．点をつけた反対側をクリップではさみ，

クリップにワリバシをとおす。 

４．ビーカーに水を 10mL 入れ，ろ紙をつって

下のところから 0.5cm だけ水にひたす。 

５．水が，はしから 3cm ほど上ったところで，

とりあげてかわかす。この時，ドライヤ

ーを使うとよい。 

６．一つの色が二つ以上の色からできていることがわかる。今，使った色とは

ちがった色もやってみるとき，どんな色からできているか，予想をしよう。 

 

 

発展 

・ 黒色は二つの色のかさなりになっていますね。その二つのカラーペンをとりだし，新しいろ紙

の下から 1.3 ㎝の同じところにかさねて点をつける。これのクロマトグラフィーをとる。 

・ 習字に使う半紙のざらざらの面を使って同じように調べる。 

 

  



実験２ ホウレンソウ 

1. ろ紙 2 ㎝×5.3 ㎝角のものを使う。 

2. ホウレンソウのちゅう出液に毛細かんの先を軽くふれると，毛細かんに入る。 

3. ろ紙（2 ㎝×5.3 ㎝角）の下から 1.3 ㎝のところに，毛細かんの液の点をつける。同じ印のところに

3 回，点をつける。 

4. カラーペンでやったように，点をつけた反対側をクリップではさみ，クリップにワリバシをとおす。 

5. ビーカーにエタノール：水＝２：１ の液 10mL を入れる。 

6. つり下げたろ紙の下を液にひたす。 

7. 液が下から 3cm ほど上ったところで，とりあげてかわかす。 

 

 

発展 

・ 緑の部分はクロロフィル，黄色の部分はカロテノイドなどがふくまれる。他の葉ではどのようにな

っているか，緑と黄色の部分のこさをくらべて調べよう。 

・ ホウレンソウのかわりに，ニンジンやカボチャではどのようになるか調べよう。このとき，しみ上

げる液には，水を入れないエチルアルコールを使うとわかりやすい。 

 

 

カロテノイドの黄色 

クロロフィルの緑色 



ver. 1.0 2015/2/6 KT 

クラブ：試験管の中で光をつくる 

 

実施日 平成 26 年 11 月 20 日  黒野小学校（21 名） 

    平成 26 年 12 月 12 日   常磐小学校（18 名） 

 

 

解説 

 光をどのように作ることができるでしょうか？ 電気を使って豆球をつけることができ

ました。アルコールランプに火をつけると光が見えます。また，石と石を打ち合わすと火

花が見えます。しかし，電気や物を燃やすことなどせずに，光をつくることができるでし

ょうか？ ところが，自然の中では太陽の光を使わずに光るものがあります。ホタル，夜

光虫，ホタルイカ，がよく知られていますね。たとえば，ホタルは電気や燃えるものをも

っていませんが，光を出します。どのように光を出すのでしょうか？ それは酸素を使っ

て，化学反応をするのです。酸素と結びつくと光の元ができ，それがしげきされると光る

のです。これと似たことを試験管の中でやってみよう。 

 

実験の目標 

① 光ることを確かめる。 

② 光っている時間と強さとはどんな関係になるのか？ 

③ ルミノール以外の発光を試してみる。 

 

実験マニュアル（別紙）を実験に入る前に配布した。 

 

 

解説とコメント 

 

・実験の準備について， 

【コメント】 理科室にある薬品以外である，試薬のルミノールとフェリシアン化カリウ

ム（赤血塩）を購入した。過酸化水素は薬局のオキシドール（約 3％）で代用できる。試薬

の過酸化水素はさらに，こく，30％の劇物であるので，10 倍にうすめて使う。 

《注意》余った過酸化水素を元の試薬びんにもどしてはいけない。また，過酸化水素が手

につくと白く水ぶくれのようになるので，手につかないように注意する。万が一，手につ

いた場合はすばやく水道水で手を洗う。 

  



【コメント】 理科室に暗幕（まく）がない時には，一面

を切り取ったダンボール箱を用意する。箱の上部に，試験

管立てに立ててある試験管に液を入れるため，はば 2 ㎝，

長さ 10cm のあなを開けておく。電気を消しておけばこれ

で発光を見ることができる。 

 

・実験について 

【コメント】 ピペットの使い方 

実験の大部分のところで，コマゴメピペットを使う。ピペットで液をすい上げて移動し

て，試験管の液に加えることが多い。この時，必ずピペットの使い方を，最初に液を使わ

ずに練習する；小指，薬指，中指の三本でピペットのガラスの部分をつかみ，ピペットゴ

ム（乳首）を親指と人差し指ではさんで液をすいあげる。ピペットの移動はすい直のまま

行い，ななめや横を向けてはならない。理由は横や先を上に向けるとピペットゴムの中に

液が入るためである。また，ななめにするとすい上げた液が自然に出やすいためである。

ピペットの中の液を使う量の何倍も入れない。せんぜい，1 割増しぐらいまでにする。いっ

たん，大量にすい上げて必要な量までもどすやり方は好ましくない。理由は絶えずピペッ

トゴムをおさえながら移動をする。このときおさえる力が強くなることがあり液を出しが

ちのためである。以上のピペットの使い方を 5 回くりかえして練習する。 

 

【コメント】 ゴーグルの使用について 

 化学実験の多くは液体を使うことが多い。ひまつが目に入らないようにゴーグルを使用

することをすすめる。とくに，この実験では水酸化ナトリウムの水よう液を使うのでゴー

グルが必要である。オキシドール（3％過酸化水素水）をルミノールの水酸化ナトリウム水

よう液に加えるので，水酸化ナトリウム液が飛び出すことは考えにくいが，あまり顔を近

づけて見ないようにする。 

 

・ルミキットを使う実験について 

【コメント】ルミキットは株式会社ルミカの製品である。これは化学発光学習用教材とし

て販売されている。その中のベーシックキットを使用した。蛍光（けいこう）液に酸化（さ

んか）液を等量まぜる。二人一組（一人がルミノール，もう一人がルミキット）で行った

がこのキットの発光はオレンジ色で発光も強い。30 分以上光っている。ルミノールの青白

い色とは異なっている。 

 

・竹取物語の一節より，「その竹の中に、もと光る竹なむ一筋ありける。」そこから出てき

たのがかぐや姫です。この話はありえないと思われるが，若い竹にはトリプトファンがあ

り，それが酸化されると光る，という研究があるのです。 



v.1.1 2014.12.05 KT 

クラブ：試験管の中で光を作る 

 ホタルの光は二つのものをまぜあわせて作ります。それには電気を使いません。これを

試験管の中で作ってみます。ここでは，ルミノールが酸素（さんそ）と反応すると分解し

て，発光することをやってみます。 

 

準備するもの 

1. ルミノール 

2. 水酸化ナトリウム 

3. 過酸化水素 

4. フェリシアン化カリウム 

5. 試験管と試験管立て，コマゴメピペット 

6. ダンボール箱 

 

実験１ 

1. ルミノールの液１mL を試験管に入れる。 

2. ダンボール箱の先をまどの方へむけ，入り口の上に細長いあながあいているようにセ

ットする。 

3. ルミノール液を試験管立てにセットして箱に入れる。 

4. フェリシアン化カリウムの過酸化水素０．５mL をピペットにとり，スポイドゴムから

指をはなしても液が落ちないようにする。そのまま，すい直にして，試験管の上にも

ってくる。 

5. スポイドゴムを軽くおして，１てき試験管に入れる。 

6. 加えたしゅんかんに，発光する。発光の後も少し光っているので観察する。 

7. 発光が終われば，軽く試験管をゆすってみる。このとき発光が見られることがある。 

8. 続いて，さらに１てき加える。発光のようすを見る。 

 

実験２ 

1. スポイトの使い方をれん習する。 

2. A 液１mL を B 液１mL に，一度に加える。このとき時間をおぼえておく。 

3. 強い発光は 15 分ほどつづく。 

 



偏光板（へんこうばん）って 

1. ２まいの偏光板についたうすいフィルムをとります。 

 

2. 透明スプーンの色 

 2 枚の偏光板の間に透明プラ・スプーンを入れると，色がついて見えます。 

 はさみながら，スプーンを回転すると色が変わります。 

 

3. セロテープでつくるステンドガラス 

 セロテープを重ね合わせてはります。 

 このはりあわせたセロテープを，偏光板で，はさんで見ると，色が見えます。 

 

4. 絵をつくってみよう 

 重ねたセロテープをプラ板にはって，偏光板で，はさんで見ると，色形が見えます。 

 

 



5. 砂の中のダイヤモンドを見つけよう 

 

 セロテープを少し長く切りとり，はしを曲げてつくえにつけます。 

 つく面を上にして，もう一つのはしも曲げてつくえにつけます。 

 ほんの少し，指でつまんで，セロテープの中央につけます。 

 もう一枚セロテープをとり，つく面どうしをはり合せます。 

 あまった，はしをはさみで切りすてます。 

 できたセロテープを偏光板で，はさんで色がついてかがやくものを見つけ

ましょう。 



v2.4  2023.7.2 KT 

回折
かいせつ

格子
こ う し

で光を見よう 

 

 回折格子はこまかい線がたくさんスジの入ったものです。このスダレのようなものに光

が入ると光線
こうせん

が反射
はんしゃ

や屈折
くっせつ

をして，おたがいに波の高さを強めあったり弱めあったりしま

す。強めあった光が見え，七色になって見えます。 

 

実験の準備 

1. 使わなくなった CD-R（DVD-R でもよいが今回使わない）1／8 等分 ×１ 

2. 350mL のアルミ空きかん（中を洗ってかんそうしたもの） ×１ 

3. はさみ，カッターナイフ，セロテープ，黒色のビニールテープ，ラジオペンチ 

 

準備する材料 

実験 

1. 350mL のアルミかんの口のプルタップを，けがをしないように，何度もおり曲げてラジ

オペンチでとりはずす。 

2. 口と反対側の下に切り口をつくる。場所は，口から 9cm と

10cm の間に，1 ㎝のはばの正方形をネームペンでつけカッ

ターナイフで切り取る。 

 このとき，カッターの刃
は

は 1 ㎝ほど出して使う。また，  

刃先
は さ き

に指をもってこない。 

コツは，アルミかんの口側を手ぬぐいでまいて，すべら 

ないようにし，カッターの先をアルミかんにおしこん

で， 

切り口をつくる。 

1 ㎝の正方形に切り取った切り口を指でさわってはいけ 

ない。もし，へこみをもとにするには，ラジオペンチを 



使ってつまみながら平にする。 

3. CD 表面の白いラベルにガムテープをしっかりはり，ラベルを引きはがす。 

4. 切り口に合わせて切った CD をセロテープではる。このときのぞいて，シマもようが水

平になるように，まわしながら，位置
い ち

を決める。 

5. 黒いビニールテープを長さ 3cm に 2 本切る。開いているところの，はばが 2～3mm にな

るように，横
よこ

方向
ほうこう

にとめる。 

 

 

？？ なぜなぜ ？？ 

 回折
かいせつ

格子
こ う し

の七色は，上から，むらさき，あい色，青，緑，黄，だいだい，赤になっていま

す。ところが，にじを見ると上から赤，だいだい，黄，緑，青，あい色，むらさきになって

います。どうしてでしょうか？  

【理由】 

にじは雨つぶに日光が反射
はんしゃ

して見えるが，回折格子は直接見

ているので，にじとは上下が逆の色順になります。 

 

右の写真は回折格子のにじです。なぜ，赤色が下に見え，青色

が上に見えるのでしょうか？ 

【理由】 

光が回折格子を通ると，赤い光は曲がりにくいが，青い光は曲

がりやすい。光が上からくると，曲がりやすい青い光が上に見

え，曲がりにくい赤い光は下に見えるのです。もちろん，回折

格子を半分回転
かいてん

して七色を見ると赤色が上に見えますね。 



V1.0 2016.10.18 KT 

ビー玉で逆さゴマ 

 

ビー玉４コを全部ホットグルーで接着する。下図のように３つのビー玉の上に１つが乗

るような形になる。 

 

注意：ホットグルーは熱いのでとけたものをすぐにさわらないようにする。 

 

 

 

回し方 

 上の１つを親指と人差し指でつまみ、逆さに向けてまわす。そのままで、回してもまわ

るので、やってみる。 



v.1.0 2015.1.22 KT 

魚つり 

 

準備するもの 

1. 棒じ石  

（長さ 2.5cm はば 1.5cm 高さ 0.6cm を使う）×1 

2. ソケットつき豆球 

3. かん電池（単１）と電池ケース ×1 

4. かためのストロー ×1 

5. 両はしにクリップのついた電線 ×１ 

6. ゼムクリップ ×魚の数 

7. アルミホイル 

8. あつ紙 ×１ 

 

つくり方 

1. アルミホイルでじ石をつつみ，先を丸めて細長くする。 

2. 細長い先を豆球の一つの線につなぐ。 

3. 豆球のもう一つの線をストローに通す。 

4. ストローから出た線を電池ケースの一つにつなぐ。 

5. もう一つの電子ケースのはしに電線のクリップをつける。 

6. もう一つのクリップを海となるアルミホイルにつける。 

7. 電池を電池ケースに入れて，じ石をひろげたアルミホイルと接触させて豆球がつくことを確認

する。 

8. アルミホイルを中心にして，周囲をあつ紙で魚の絵を書いたものをつくる。魚の口になるとこ

ろをゼムクリップにアルミホイルをまいたものをつくる。このとき，しっぽをアルミホイルを

かためて重りになるようにつくる。できあがった魚の口としっぽの間に電気が流れるかしらべ

る。 

 

実験 

1. 少しうかせた，じ石を魚の口近くにもってくると，魚がじ石にすいつけられる。このときあか

りがつくのであげてくると魚がつれる。 

2. アルミホイルの面にじ石がつくと豆球が光る。これは「ねがかり」となりしっぱいです。 

3. ついたてをつくって，魚が見えないところで，豆球がつくとあげて魚を釣ります。 

4. 色々な大きさの魚をつくり，つってみましょう。 

 



 

 

① 魚： 口のところにゼムクリップがあり，それをアルミホイルでつつんで，しっぽのところま

でのばす。  

② じ石： アルミホイルでつつむ。 

③ 豆球とソケット： どう線は長い方がよい。 

④ ストロー： 長さ 22 ㎝，太さ 8 ㎜の太いものを使う。細いとソケットの線を通しにくいだけ

でなく，曲がったりおれたりすることがある。 

⑤ 電池と電池ケース： 単１を使った。単２や単３を使ってもよい。 

⑥ リード線： ワニグチクリップのついた 30cm ほどのものを使う。短いとあつかいにくい。 

 

 

【お遊び】 

 魚が見えないようにして，ランプがついたときにつりあげるゲームをする。このとき，しいたア

ルミホイルにふれるとランプがつく。これは「根がかり」といってさかなつりでは岩などに引っか

かることと同じ。 

⑤ 

⑥ 

④ 

③ 

②

① 



 Ver3.2  20150624 KT 

空気ほう 

 

実験材料
ざいりょう

・道具
ど う ぐ

 

１．ダンボール，カッターナイフ，ガムテープ，（せんこう） 

２．ペットボトル，風船
ふうせん

（大きめ），ビニールテープ 

 

方法
ほうほう

1 

1. ダンボールをガムテープで箱
はこ

にする。 

2. ダンボールの一つの面にまるいあなをあける。 

3. せんこうのけむりを入れて，ヨコの面
めん

をたたく。 

 

方法２ 

1. ペットボトルのふたがわを 3/4 のこしてきりとる。 

2. 空気を入れていない風船をよこにはんぶんぐらいできる。 

3. きった風船で 3/4 のしたペットボトルのそこにふたをする。 

4. 風船をテープでとれないようにテープでとめ，風船をひっぱりはなす。 

 

 

 

 

やってみよう 

1. ボール紙を立ててまとにする。どのように空気ほうを向けるとたおれるか？ 

2. 空気の出る口の形を変えて，空気ほうの強さが大きいのはどれか？ 



v.3.0 2017.12.13 KT 

単極モーター 

 電線に電気が流れると電線のまわりに磁石の力ができ，その電流と磁石の力に直角に動かす力が

できます。これを発見した人は 19 世紀のイギリスのファラデーです。こんなことが何の役に立つ

のかといわれたときに，生まれたばかりの赤ん坊は社会にどんな役に立つのですか，と答えたらし

い。これは電磁石の始まりだったのです。 

 

準備するもの 

1. アルミニウム線 

2. 単 3 乾電池 

3. ネオジウムじ石 ×３ 

4. 円になった紙（直径 1.3cm） 中

心に 1 ㎜ほどのあな 

5. セロテープ 

 

 

実験 

1. 単 3 の電池のはば（1.3 ㎝）の円形の紙をきりとる。 

2. 円形の紙の中央に 1 ㎜ほどのあなをあける。 

3. 円形の紙を電池の－がわの面にセロテープで電池をまくようにはって紙をとめる。 

4. アルミニウム線を使って，上の図のような形をつくる。 

・とがっているはしを上にしてコまたはロの字に 2 ㎝，1.5cm にまげる。 

・高さが 7.5cm ほどになるところで，コの字になるようにとがったはしの方へまげる。 

・まげたところから 0.5cm のところで円のはしがなるように直径 1.5cm の円をつくる。 

・2 周まいた線を円のはしから 0.5cm のところで，上の方へコまたはロの字にまげる。 

・7.5cm のところでコまたはロの字にまげて，とがった先のところにあわす。 

・とがった先の方が 0.5cm 長くなるようにまきつけて，あまった線をはさみできる。 

5. 単 3 のかん電池の＋側に，じ石 3枚をまとめてつけて，台の上にたてる。 

6. できあがった単極モーターの輪にじ石を入れ，－がわの中心になるようにとがった先をたてる。 

7. これで回転がはじまる。うまく回らないときには回転子と電池の接触や回転子の輪が小さ過ぎ

ることがある。高さもととのえる。 

 

【発展】 

・アルミニウム線をうずまきにすることもできる。 

・リニアモーターに発展することもできる。 

電流

じ石の力

力

ネオジウムじ石どうしをつけたり，落としてはこわれます。



v.2.1 2017.11.16 KT 

炭電池 

 金ぞくが，水などにとけると電子を出す。すなわち，電気が発生する。金属であるアルミニウム

が食塩水にとけると，電気が発生することを調べよう。できた電池の±は，炭が＋極になり，アル

ミニウムが－極になる。 

 

準備するもの 

1. 備長炭（びんちょうたん）銅線つき 

（太さ 2cm，長さ 10-15cm ほど）×1 

2. キッチンペーパー  

（はば 11cm のキッチンペーパー30cm）×1 

3. アルミホイル 

（はば 8cm，長さ 20cm ほど）×1 

4. ワニグチクリップ 赤×１，黒×１ 

5. 各班に，こい食塩水 200mL せんじょうビン 

×１  

6. モーター，豆球 または LED 全体で４～５コ 

 

つくり方 

1. 備長炭にキッチンペーパーをまきつける。このとき，キッチンペーパーが銅線にふれないよう

に，図の通り，まきつける。はしはしっぽをつけておく。１回まきがよい。 

2. ななめにして，せんじょうビンのこい食塩水をキッチンペーパーのところにかける。 

注意：備長炭の上のところには食塩水をかけないようにする。 

3. ななめにしながら、備長炭にかからないようにアルミホイルをまきつける。一重まきがよい。 

4. このとき，キッチンペーパーのしっぽをつつむようにする。 

実験 

1. モーターにつないでまわるかどうか調べる。 

もしまわらなければ，テスターで電圧をはかってみる。電池の＋極は備長炭に，－極はアルミ

ホイルになる。０ボルトであるなら電池はできていない。つくりなおす。 

2. 他の人と組になり，かん電池のように直列に二つの炭電池をつないで電圧をはかる。 

もし，2.5 ボルト以下ならば三つ直列につなぐ。 

3. 豆球や LED 球をつないで光るかどうか調べる。 

4. メロディーＩＣの赤色を備長炭のがわに，黒色をアルミホイルにつないで，音がなるか調べる。 

5. 実験が終わった後，アルミホイルをはずし，平にして明るいところにすかして見る。 

→ 小さなあながあいているのが見られる。 



ver. 1.0 2015/2/6 KT 

鉄心のないモーター 

    参考：5 年生理科： 新しい理科５ p141 やってみよう 

 

 

 

実施日 平成 26 年 10 月 24 日   常磐小学校（18 名） 

    平成 26 年 11 月 14 日  黒野小学校（21 名） 

 

解説 

 鉄心がなくてもコイルに電流が流れるとじ石ができる。このじ石と棒じ石とは引き合う

か遠ざかるようになる。電流を流していくとコイルは回る。しかし，コイルに電流を流し

続けると棒じ石と引き合うところで止まってしまう。そこで，いったん電流を切るように

すると，じ石との引き合うことが終わり，モーターはいきおいで回る。そのためには，教

科書にあるように，一つのコイルにおいて，じくのエナメルを半分とったものと反対側は

エナメルを全部とったものを用意する。 

 じ石は小さなものを用いるが，じ石の強さの大きいネオジウムじ石を用いるとまき数が

少なくてもまわる。なお，じくうけにはゼムクリップを用いる。 

 コイルを台において，一つの面には赤色，うらの面には緑色の色紙をコイルの輪の中に

セロテープではりあわせて，回転によって色が変わることを調べる。光の三原色に対応す

る青色まで用意して，二色の混合による色の変化も調べるとよい。 

 

実験の目標 

① コイルが回るようにつくる。 

② コイルの輪に赤と緑の紙をおもてうらにそれぞれ，はり合わせて回転によって変化す

る色を観察する。 

 

実験マニュアル（別紙）を実験に入る前に配布した。 

 

解説とコメント 

 

・実験の準備について， 

【コメント】 エナメル線は 0.4mm か 0.7mm の径のものがよい。0.4mm のものはまきやすい

がじくが曲がりやすいのでじくをまっすぐにする必要がある。0.7mm のものは円形にまくの

が少し苦労するが，軸をととのえやすい。 



【コメント】 セムクリップは大小あるが，長さ 3.2cm（大きい方）がよい。しかし，4cm

以上のゼムクリップは太く表面にひだがあるので使わない。また，かん電池ケースを使う

場合には，単１の場合には高さの関係から長さ 3.2cm のゼムクリップが必要である。 

 

【コメント】 教科書にある，かん電池ケースとじくうけの図は示されている。予め，ブ

レッドボードを使うと回路をつくることの学びが入り，じくうけの設定の苦労をほとんど

しなくてよい利点がある。ただ，ブレッドボードは接続線をあわせて 700 円ほどする。 

 

・実験について 

【コメント】 コイルのつくり方について 

 まき数は 3 回でも回転できるが，7回まきがよい。単３のかん電池にまきつけるとかんた

んである。コイルのはしはコイルの円の反対側にたがいに 5 ㎝まっすぐにのばす。その直

線の部分を円と直線のまじわるところでコイルに二回まきたばねる。反対側も同じように

たばねる。ここで直線部分は 3.5～4cm になる。 

 木切れを使って，一つの直線部分のエナメルをサンドペーパーですべてはがす。つぎに

反対側の直線部分について，コイルの円を木切れの面にすい直に向け，直線部分を木切れ

とサンドペーパーではさんで手前に引いてエナメルをはがす。今度は右にななめ（45 度ほ

ど）かたむけて，同様に引いてエナメルをはがし，すい直から左に 45 度ほどかたむけて，

引いてエナメルをはがす。 

 最後に直線部分と円の中心が一直線になるようにととのえる。 

 

【コメント】 じくうけについて 

 ゼムピンの外側のまきをのばして，じくうけをつくるが，モーターがじ石に接しないよ

うな高さにするため，「フ」のじになっているうちがわの「コ」の字をねじって「ラ」の字

のようにする。 

 じくうけを電池ケースにつけるのはじくうけを

電池ではさむようにする。それをつくるにはまず，

－極のところにじくうけをたて，その状態でかん

電池を入れる。あとから＋極に電池を引いてじく

うけをとりつける 

 

 

  



【コメント】 まわらないとき 

 原因を調べるにはまず回路をチェックする。OK ならじくうけと直線部分のじくが接して

いるか調べる。OK なら，コイルが水平になりふるえているようであれば，少し回転を加え

て回してみる。コイルがとまったままであれば，エナメル部分を上半分はがした状態がで

きていないことが考えられる。もう一度はがすことからはじめる。 

 以上，まわらないとき，基本は回路をつくっているかどうかを調べることである。電気

は ON か OFF のどちらかの結果で示される。したがって，回路ができているか，接しょく不

良をおこしていないか，テスター（あるいは電圧計や豆球）で調べるようにするとよい。 

 

【コメント】 モーターの回転と色について 

 赤と緑の光がまざると黄色に見える。回転がおそい場合には赤と緑がそれぞれ見える。

回転している色紙をデジカメで写真をとるとどのようなことが起こるか想像する。ゆっく

り回転する場合は赤または緑が見えるが，回転が速い場合には黄色に見えることは想像で

きる。それではその中間の速さではどうなるだろうか？ 結果は色紙の中央とじくに近い

ところで，色が分かれ，中央は黄色，じく側では赤または緑に見える。なぜかいっしょに

考えたい。 
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モーターをつくって光の三原色を調べよう 

    参考：5 年生理科： 新しい理科５ p141 やってみよう 

 

用意する物（一人ずつ） 

・単１電池 ×１ 

・単１用電池ケース ×１ 

・エナメル線 45 ㎝ ×１ 

・ゼムクリップ（長さ 3 ㎝） ×２ 

・ネオジウムじ石 ×１ 直けい 15 ㎜，あつさ 4.0 ㎜，じ石の強さ 60 ミリテスラ 

・セロテープ 

・紙やすり（150 番） 

・四角の木ざい（細いみぞがつけてある） 

・赤と緑の小さな紙 各１ 

 

実験 

回転子（かいてんし）を作る 

1. 単３かん電池の大きさに，エナメル線のはし 5 ㎝分あまして，６回半まきつける。 

2. 両方のはしの 5 ㎝出た部分を，それぞれ位置で，輪に 2回まいてたばねる。 

3. 両方のはしを直線にのばし，つくえにおくと，一つのダンゴをもつクシダンゴのよう

な形になる。 

4. 紙やすりで一つの直線のところのエナメルをすべて落とす。 

5. 残りの直線部分は上半分落とす。このとき木ぎれを使う。木ぎれの細いみぞにエナメ

ル線の直線部分を入れ、モーターの○の部分をたてにして、見えるところのエナメル

を紙やすりで落とす。うらになるところはそのままにする。半分にするために○にな

った部分を左右に 45 度ずつずらして磨くとちょうど半分ぐらいにけずれる。ここで， 

はしから○の部分までの長さは両方とも同じ（4 ㎝）であることを確かめる。 

 

黒い部分のエネメルをサンドペーパーで落とす 

・じく受をつくりブレッドボードにつなぐ 



6. ブレッドボードを横にして 1 番の穴を左にする。ブレッドボードの F 行 10 と F 行 26

にゼムクリップ立てる。このときゼムクリップの輪が A行に向くようにしておく。 

7. 長さ 5 ㎝のセロテープを切り取り，中央部に磁石をつける。磁石が E 行と F 行の中間

にある溝に真ん中が合うところでブレッドボードにテープ止めをする。 

8. 長い赤色とオレンジ色の連結線を， X 行 41 と Y 行 41 にそれぞれ差し込む。 

9. 短い赤色と黄色の連絡線を，J 行 10，X 行 10 そして J 行 26，Y 行 26 にそれぞれ連絡す

る。 

10. 回転子の直線になった部分をゼムクリップにそれぞれかける。 

11. かん電池をケースに入れ，ワニグチで長い赤色とオレンジ色のはしにつける。 

これでモーターは回転する。モーターが回転を始めない場合は少し指で回転すると回転が

始まる。回転中，ゼムクリップへモーターが片寄ることがある。このときには軸の高さを

ほんの少し変えて両方が同じ高さになるようにする。 

 組立完成写真： 

 

 

注意：ネオジウムじ石どうしをくっつけてはいけない。理由は外すのがむずかしいため。

じ石はもろいので落としたり，じ石どうしをぶつけたりしない。 

 

・色紙をとりつける 

12. うまく，回転することを確かめた後，小さく切った赤色と緑色の紙を回転子の○の裏

（うら）と表（おもて）に合わさるように，セロテープではる。 

13. 【結果】赤緑の紙が回転によって何色になるか？ を観察する。 

14. 【発展】青と緑，赤と青の紙でも調べてみよう。 

 

注意：ネオジウムじ石どうしをくっつけてはいけない。理由は外すのがむずかしいため。

じ石はもろいので落としたり，じ石どうしを無理にひきはなすとわれることがある。 
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浮沈子（ふちんし） 

 

準備するもの 

1. ストロー  

（太さ 6 ㎜のとう明プラスチック）×1 

2. 巾 10 ㎜のホッチキス ×1 

3. ゼムクリップ 

（長さ 27 ㎜×巾 7mm）×1 

4. 500mL のとう明なペットボトル ×1 

 

つくり方 

1. ハサミでストローを長さ 55 ㎜に切り取る 

2. はしから 7㎜のところで平らにしており返す 

3. ホッチキスでおり返された所を下にしてとめる（二度以上あなをあけないようにする） 

4. ゼムクリップをストローの開いた、はしから半分ほどのところまでさし込む。 

このときゼムクリップのウズの大きな方を入れる。 

5. ストローの内側にあるゼムクリップ巾の中央部を，ホッチキスでストローの方向にそって，は

し近くの一か所をとめる。 

実験 

1. 500mL のビーカー（深いコップでもよい）に水をはり，つくった浮沈子を水にうかべる。この

時よく観察して，どれぐらい水の上に出ているかを見る。 

2. 上に出ている体せき近くの空気を，水の中で浮沈子中央を指ではさんでアワとしておい出す。 

3. うかべてほとんど頭がかくれるぐらいにする。ゆっくりしずむときにはととのえができるので

そのままの状態で使う。 

4. 500mL のペットボトルに 9 割の水をいれる。 

5. ペットボトルの水に浮沈子を入れてキャップをとじる。 

6. ペットボトルを横からおすと，浮沈子が沈み，ゆるめると，うき上がる。 

7. ととのえ方 

(ア) 少しふってもしずまない場合，水をくえて浮沈子をとり出し，2 にもどり，水の中でアワ出

しをする。 

(イ) ゆっくりしずんだ場合，キャップをゆるめ，ペットボトルをおして，内の空気をおい出し，

押したままでキャップをしっかりとしめる。ゆるめると浮沈子が浮いてくるようになる。 

(ウ) それでも，うかなかった場合にはペットボトルの口に手をあてて，さかさにして浮沈子を水

とともに取り出す。2 にもどり，ととのえなおす。 
① ②

タレビンで作った浮沈子 

浮沈子 
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